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Research on collaborative activities：
Focusing on the assistance of childcare workers as a human environment through "Dramaplay"
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合計 41 90 38 63 17 69 42 64 84 61 20
％ 17.7％ 38.8％ 16.4％ 27.2％ 13.3％ 53.9％ 32.8％ 28％ 37％ 27％ 9％
 表7
カテゴリー1 カテゴリー2 カテゴリー3 カテゴリー4
Q2 17.7％ 38.8％ 16.4％ 27.2％
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協同的な活動に関する一考察
口
■ ■ 
てより大切だと考える割合は16.3％低くなる傾
向があることがわかった。協同的な遊びや活動
という内容や言葉から保育者とのかかわりやコ
ミュニケーションというイメージが先行するこ
と、また他者とのかかわりから様々な問題に直
面することも事実であり、この他者とのかかわ
りや人間関係から生じる葛藤経験が協同的な活
動や遊びからの学びの多くを占めているという
印象が強い。環境に着目し、環境を構成するこ
とより協同的な活動からイメージされる言葉に
影響されていることからこのような結果になっ
たと想定できる。他者とのかかわりから気づき、
考えることを通して学びにつながること、気づ
きのきっかけには他者の存在があること、環境
からの学びより他者からの学びの方が学生には
大きく映っていることも考えられる。また学生
の意識についても劇遊びを通して、子どもの育
ちを見ようとする意識が生まれ総合的に保育を
することに視点を向けようとしている。「劇遊
び」を学生自身が実践する中で、人間関係の形
成の重要性に気付き、チームワークを基に実践
に向け、学びを重ねていく姿が見られる。
　学生が考える保育者の役割について、遊びの
内容によって保育者の役割は変わると捉えてお
り、状況に応じた援助を実践すること、また子
ども一人ひとりを理解し個々に応じた援助を実
践するように遊びの内容に応じた役割があると
理解していることがわかった。
　最後に幼児教育は、環境を通した教育である
ことを踏まえ、人的環境としての保育者の役割
を掘り下げてもう一度保育環境について学びの
機会を得たいと考えている。
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